
（別紙３）

～ 7年　12月　26日

（対象者数） 21 （回答者数） 21

～ 7年　12月　26日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利用者様や保護者様のイメージやニーズに寄り添った
支援が出来る様に連携を図る

2
個別の活動が出来る様になったら、小集団での活動も
増やしその中での振る舞い方も支援している

3
利用者様と保護者様のニーズがどこにあるのかを理解
し、支援に繋げていけるようにする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 お伝えの仕方を工夫していく

2
研修等の周知や、気軽に参加出来るパパの会など検討
していく

3
近隣の園にお話を聞き、具体的に出来そうな事を考え
ていく

○事業所名 児童ルームスマイルCoCo

○保護者評価実施期間
7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
8年　2月　24日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域の幼稚園や保育園との交流がない どのように交流出来るかイメージ出来ない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

園送迎の方に関しては、連絡ノートでのやり取りで終わ
ってしまいがちになる

細かいニュアンスが伝わりにくい

保護者様同士の交流の機会が少ない
お仕事をされている方が殆どなので、開催時期や回数を
調整しないといけない

お一人お一人を理解し、特性に合わせた支援を心掛けて
います

園内研修や外部研修を受け、特性の理解を深めたり利用
者様の困り感や、課題となる事についてミーティングを
行っている

構造化しているので、活動が分かりやすく集中して取り
組める

刺激の統制を行い、各エリアも人数の調整を行っている
　必要に応じて支援者が一緒に活動したり、各自の課題
をクリア出来る様に環境を調整している

支援プログラムや、個別計画について保護者様のご理解
がある

頑張っている事や、課題となる事はその都度お伝え出来
る様にしている

事業所における自己評価総括表公表


